
令
和
元
年
六
月
二
十
五
日
受
領

答

弁

第

二

二

五

号

内
閣
衆
質
一
九
八
第
二
二
五
号

令
和
元
年
六
月
二
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
六
月
五
日
に
提
案
理
由
説
明
が
行
わ
れ
た
薬
機
法
改
正
案
と
来
年
の
診
療
報
酬
改
定
に
関

す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
六
月
五
日
に
提
案
理
由
説
明
が
行
わ
れ
た
薬
機
法
改
正
案
と
来
年
の
診
療
報
酬
改
定

に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

今
国
会
に
提
出
し
て
い
る
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
（
以
下
「
改
正
法
案
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
御
指
摘
の
「
役
員
変
更
命
令
」
の
措
置
を
盛
り
込
ま
な
い

こ
と
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日
内
閣
衆
質
一
九
八
第
一
〇
四
号
）
一
に
つ

い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
改
正
法
案
に
よ
る
改
正
後
の
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
の
施
行
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、

改
め
て
そ
の
導
入
の
要
否
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
は
、
厳
密
に
定
義
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
医
療
機
関
等
に
お
い

て
医
学
的
妥
当
性
や
経
済
性
等
を
踏
ま
え
て
作
成
さ
れ
た
医
薬
品
の
使
用
方
針
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
お
り
、
確
立
し
た
定
義
や
「
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
」
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
確
立
し
た
考
え
方
が
あ
る
と
は

一



承
知
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
現
時
点
で
は
お
尋
ね
の
「
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
」
に
関
し

「
誰
が
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
作
る
べ
き
な
の
か
」
及
び
「
製
造
販
売
側
の
利
益
や
医
療
機
関
の
収
益
の
た
め
に
作
っ
て
も

よ
い
の
か
」
に
つ
い
て
、
並
び
に
「
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
範
を
示
す
努
力
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
に

つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
「
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
」
の
診
療
報
酬
上
の
評
価
の
在
り
方
に
つ
い

て
は
、
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
に
お
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

二


